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1研 究主題 の設定

1高 等 学校 の総合 的な学 習の 時 間の特質

平成10年7月 の教 育課程 審議会 答 申の中で、 「ゆ と り」の 中で 自 ら学 び、自ら考 え るな ど

の 「生 きる力」は全人的 な 力で あ ると述 べて いる ことを踏 まえ 、国 際化や情報化 をは じめ社 会

の変化 に主体的 に対応 で きる資質や 能 力を育成す るた めに 、教 科等 の枠 を超 えた横断的 ・総 合

的な学習 をよ り円滑 に実施す る 「総 合的な学 習の時 間」が 創設 された。

来年度(平 成15年 度)か らの新教 育課程全面 実施 を直 前 にひか え、学習 指導要領 に示 され

たね らい を実現す る学 習活動 や指導 、評価 のため の研 究が 必要 で ある。

小 ・中学校で の 「総合 的な学 習 の時 間」 は平成12年 か らの移行 期間 を経 て今年度全面 実施

され 、 「総合 的な学習の時 問」の学 習経験 をもつ 生徒が 平成15年 度か ら高等学校 に入学 して

くる。小 ・中学校で の学習経験 を生 か し、高等学校 の総 合 的な学 習の時 間の特質 を踏 まえた研

究 が必要で ある。そ こで 学習指導 要領 に記載 され て いる各校 種 のね らい及び課題 を精査 し、研

究 内容等 に生か して い こうと考 えた。

ね らい(小 ・中 ・高等 学校共 通)

① 自ら課題 を見 付 け、 自 ら学 び、 自 ら考え、主体 的 に判 断 し、よ りよ く問題 を

解決す る資質や能 力を育て る こ と。

② 学び方や もの の考 え方 を身 に付 け、 問題 の解 決や 探 求活 動に主体的 、創造 的

に取 り組 む態 度を育て 、 自己 の生 き方 を考 え る ことがで きる ようにす る こと。

① 国際理解、情 報、環境 、福祉 ・健康

な どの横断 的 ・総合的 な課題 につ い

て の学 習活 動。

②児 童の興 味 ・関心 に基づ く課 題 につ

いての学 習活動。

③地域や学校の特色 に応 じた課題 につ

いての学習活動など

① 国際理 解、 情報 、環境、福祉 ・健康

な どの横断 的 ・総 合的な課題 につ い

ての学 習活 動。

② 生徒 が興 味 ・関心 、進 路等 に応 じて

設定 した課 題 につ いて、知 識や技 能

の深化 、 総合化 を図 る学 習活動。

③ 自己 の在 り方 生 き方 や進路 につ いて

考察 す る学 習活動。

小 ・中 ・高等学 校共通 して、現実 の社会 の 中で た くま しく生き てい くた めに必 要な問題解 決

能 力の育 成や、 そのた め に学 び方 を学 ぶ こと、主体 的 に取 り組む態 度 を育 てる ことを通 じて 、

生 き方 を考 える必要性 が示 されて い る。高等学校 で は、 学 習活 動 の内容 と して 「進路等 に応

じて設定 した課題 につ いて、知識 や技能 の深化 、総合化 を図る学習 活動」 と 「自己 の在 り方や

生 き方 につ いて考 察す る学習活動 」が例示 されて い る。小 ・中学校 の学 習を踏 まえ、知識 や技

能 を総 合的 に発展 させ て身 に付け る こと、一 人一人 に即 した学習 課題が 重視 され る こと、学習

した ことを 自分 とか かわ らせ 在 り方 生 き方 をさ らに深 く考 察す る ことが、高等 学校 の総合 的な

学 習 の時 間の特質で あ ると考 え る。これ らの学習活 動 を通 じて 、生涯 を通 じて 学び続 ける力 と

して の 自己教育 力を育 成す る ことが 高等学校 の役 割で あ る と考 えた。
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2主 題設 定 の理 由

高等 学校 にお ける 「総 合的な 学習 の時間」の特質 を踏 まえ 、自己教育 力 をは ぐ くむ こ とをね

らい とす る時間 として考 え 、研究 主題 を 「課題 を探 究 し在 り方生 き方 を考 察す る学 習活動 と指

導 の工夫」 と した。

「総 合的な学 習 の時 間」の指 導 と評価 にあた って は、今 まで あ りがちだ った知識 を教え込 む

学 習活動や 評価 の在 り方 を改めて、生徒た ちが どの よ うな変化 を したか 、どれだ け進 歩 した か、

生徒 のよい点、可能性 、進 歩の状 況 を捉 える こ とのでき る評価 内容 や方 法の開発 が必 要 で あ り、

生徒 の何 を育て た いのか とい う点 を明 らか にす る必要が あ る ことか ら、 「指導 のね らい と評価

の観点 を明 らか に して 」 を本研 究の副 主題 と した。

ll研 究の全体構 想

1総 合 的な 学習 の 時間で 育成 する 力

自分の学習過 程や 学習 成果 を認 知 し、学 習課題 を とらえて 適切 な学習 方法 を選択 で きる 力 は

自己 教育力 の育成 に不可 欠で ある。こ うした メタ認 知 ともい う力 は心 身の成長 とともに除 々 に

獲得 され る もので ある。高等学校 にお いて は、小 ・中学校 で身 に付 けて きた知識や 理解 、学 習

の方 法な どを土台 に して、これ らの 力が総合 的に働 く学 習活 動や 学習 の場面 を作 る ことや 、教

師や さ まざまな指 導者 の助言 な どを得 る機会 を作 る ことで、メタ認知 の 力を伸 ば し自己教 育力

を培 って い く学習 経験 を もつ ことが大切 であ る。

研 究 に当た って は、総 合的 な学習 の時間で 身 に付 ける ことを期 待す る メタ認 知の 力の内容 を

明 らか にす るため に、平成13年 度 「東京の 教育21」 研 究開発 委員会 教育課題 部会[総 合 的

な 学習 の時間]の 報告 で示 された 「総 合的 な学習 の時間 」にお け る四つの評価 領域(① 情意 領

域 、② 知力領域 、③ 技 能領域 、④認 知領域)を 手 がか りした。情意 的な 力、知 的な 力、技 能的

な力、認 知的な 力、そ れぞれ が 自己教 育 力の構成領域 であ る と考 えた。また、学 習の対 象 に対

す る関心 ・意欲 が 高 まる と、探究す る方 法 を身に付 けた り、技能 を獲得 した りす る学 習活 動が

生 まれ知 的な課題 探究 の 力が高 まって い くこと、探 究す る 力が 関心 ・意欲 の高 ま りによって刺

激 され課題 を解 決 す る活動 へ の取 り組 みを生 みそ の ため に さま ざ まな 学習 の方法 を身 に付 け

よ うになる ことな ど、それぞ れの領域 が相互 に働きか けあ いな が ら自己教 育力 を高 めて い く過

程が ある ことに着 目 して、次 のよ うな力(能 力)の 相関 図を作成 した(図1)。

知 力 領 域

課題発見 ・問題解決 ・

計画実行

情意領域
関 心 ・意欲 ・態度

目
己
教
育
力

Meta

技能領域
情報領域、

省察 ・表現 ・発表

.認知 領 域
探求力

図1力(能 力)の 相 関図
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2研 究の仮説

学習活動の流れの中で総合的な学習の時間で育成することを目指す力を身に付けるためには、

個に応じた学習の発展段階を構想することが必要であり、次の研究仮説を考えた。

研究仮説1自 己認知 ・課題探究 ・自己評価という3段 階を、高等学校 の 「総合

的な学習の時間」の学習過程の基本 と して構想することによって.

一人一人の生徒が 自ら自己教育力を培 う学習活動を豊か に構想 し、

効果的な指導 ・評価を行うことができる。

学習の発展段階と目指す生徒像

ちょっとや る気が出てきた

ぞ!

自信持っちゃお うかな ・

次こそ完ペキなものに仕上

げるぞ!

やればできるんだな。

自己評価

学習過程を振 り返 り、学習に取 り組んだ自己の

変容をとらえて、肯定的な自己存在感 ・自己成

長感 ・自己効力感 ・成就感を味わい、学習した

ことの意味を自覚 して、さらなる学習への

意欲や問題意識 をもつ。

体験的な学習や、課題解決的な学習に取 り組むことで、

課題についての設定能力や選択能力、学習過程 の

反省能力などの学び方や ものの考え方や、コミュニケー ション

能力、表現力、人間関係調整力な どの実践的な課題探究力

を身に付ける。

う一 ん、 うま くいか な いな ・・

どうす れば いいん だ?

あ っ。 こうすれ ば いいのか!

これ は も っ と詳 し く調べ て み る必

要が あ るな ・・

教師の指導 ・援助や生徒

自己 認知 同士の意見交換のなか

で、過去の経験や

学習体験などを見つめ直 し、

興味 ・関心の在 りようや、

特徴を分析 し、学習にのぞ

む 自己の姿を把握する。

μ

一、

鴨

済

一

,

1

一

あの時 の疑問を明 らかにして

みようかな …

今までサボリすぎてたなあ ・・

ち ょっと何かや ってみるか。

まだ調べ切れなかったから、継

続 して完成させようかな …

尺_ノ ノ
八

巳 、 、

ノ
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また、生徒が自分のよい点や学習に対する意欲、進歩の状況を捉えて評価を行うためには、

学習の到達目標を示したり意義付けをしたりすることが必要であり、次の研究仮説を考えた。

研究仮説2「 総合的な学習の時間」の学習活動の特質に応 じて、生徒の学習段

階の高ま りを体験知か ら経験知、個人知か ら社会知に向かうと捉え

ることによ って、教師、生徒、第三者による相互の評価の観点が明

確にな り、生徒 の学習や発達を促 し、 自己教育力を高め られ る。

学習の到達目標と学習活動の関連
△ 陶口

有Iy'・ 有 効,感 動 ・喜 び

体験知

過去の経験をFり 返る

自己の内面に気付く

自尊感情

自己有用感

規範準拠意識

集団帰属意識

経験知

1の機会や場面での の

3を とら 晴る

意欲の向上

他者に認められる学習成果

効な学習方法の共有

社会知

自己を高肋、

自らを育τる力

集団知

学習する伽

学習する組織

プ レゼンテーション

事象への興味 ・関心

情報 リテラシー

自己存在感
自己成長感
自己効力感
成就感

個人知

情報の収集 ・整理 ・活用 社会生活への実践 ・応用
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3研 究 のね らい

総合 的な学習 の時 間では多様 な学習活動 を設定す ることが期待 され ているが 、本研 究に当たっ

ては、生徒 の学習 経験や学 習へ の意 欲 ・関心 な どに応 じて、総合的 な学習の時 間の学習活動 を

「体験 的な学習 を重視 した総 合的 な学習 」と 「課題 探 究を重視 した総合 的な学習」の2類 型 に

焦 点化 して研 究 を進 める ことと した。 そ して以下 の よ うな研 究 のね らいを設 定 した。

(1)2類 型 の学 習活動 の学習活 動の特性 に応 じて、生徒 の学習段 階の高 ま りを、 「体験 的

な学習 を重視 した総合 的な学習 」で は体験知 か ら経験知 、 「課題 探究 を重 視 した総合的 な学

習」では個人 知か ら社会 知 にむか うもの として学習の到 達 目標 や意義付 けを行い、これ に見

合 った適切 な学習活動 を構 想す るこ とで 目指す 生徒像 の育成 を図 る こと。

(2)い ずれ の総合的 な学習 の学習活 動計画 の作成 に当た って も、育成す ることを期待 して

指導 のね らい とす る 「育成 す る力」や 、 「育成す る力」を学 習活動や 学習内容 に即 して具体

化 し評価 の観 点 と もす る 「生徒 の活動 」を共通 して重視す るこ と。生 徒が学 習の到達 目標 を

理解 して学習 活動 に取 り組む よ うに 「育成す るカ」 を生徒 に示す こ と。 また 「生徒 の活動 」

を設 定す る ことで 、1単 位時 間やひ とつ の学 習の節 目ご とに教師 が指 導 ・援助 を行 な う対象

生徒 を明確 に して、指導 の方向性 を見出 し、適切 な援 助 を行 な うことがで き るよ うに 「生徒

の活 動」を設定す るこ と。 これ らを学習 活動計画 に具体化す る こと。

(3)生 徒 の学習 の発展段階 を 自己認 知 、課題探 究、 自己評 価 の3段 階で構想す るこ とを踏

まえて、学習活動 計画 の作成 に 当た って は、教師や生 徒が 学習 の発 展段階 を適切 に把握 し、

次 の段 階 の学習課 題 を適切 に設 定す る こ とが で き るよ うにステ ップ を1か らmに 区切 りを

付 けて設 定す るこ と。また、学習 の終末 期 に多様 な評価活 動 を取 り入れ 、学習の振 り返 りを

促 した り、学習状況 のアセ ス メン トを行 うことに よって学 習の到 達 を把握 して、継 続性や 発

展性 を考慮 した指 導 と援助 を行 なった りす るこ とで、生徒 が学習 の意義 を把握 して成就 感や

達成感 を味わい 、在 り方 生 き方 を考察す る学習へ と発展 させ てい くこ と。

また本研 究で は、生徒 の学習 段階 や学習 の質 の変化 を 、次の語句 を用 いて と らえた。

体験知:生 徒が 、対 象 とかか わ りあい体験 す る ことに よって得 られ る個 々の知 見。

経験 知:さ ま ざま な体験 を重ね る ことで 、生徒 の内 面 に積 み重 ね られ 統一体 と して

自覚 され る知 恵。

個人知:個 人 が学 習の 中で意識 的 ・無意識 的 に身 に付 けた知識 や知恵。

集団知:個 人知 を組織的 に集 大成 した知識 や知恵。

社 会知:さ ま ざまな形 で表 現 され る こ とに よって、組 織 や社会 な どで役立 つ もの と

な る知識や 知恵。
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ui研 究の内容

1体 験 的な学習を重視した総合的な学習の時間

(1)学 習活動や指導 と評価の工夫

《関心 ・意欲などの情意的な力の育成 を重視する》

体験的な学習 を重視 した総合的な学習の時間では、学習活動のは じめに生徒が現在の 自分

の姿を生徒に とらえることを計画 した。体験的な学習のなかで成功 ・失敗体験 を積み重ねる

ことによって新たな自分の姿を発見 した り自分の興味 ・関心や特性 などについて 自己認識 が

深 ま り、学習活動 を通 して達成感 ・成就感 ・自己肯定感が生 まれ、学習活動 の活動 のまとめ

の段階で 自己の在 り方 ・生 き方 を考えるようになるこ とを 目指 した。体験的な学習において

は ぐくまれ た生 きる意欲や学習への関心 ・意欲な どの情意的なカは、次の課題 を解決 しよ う

とす る資質や能力の土台とな り、 自己教育力の基礎 となるものである。

《体験知か ら経験知に高める学習過程の構想》

ステ ップ1(自 己認知)か らステ ップIII(自 己評価)ま での段階を次のよ うに計画 した。

ステ ップ1は 学習へ の動機 をもつ過程である。 オ リエンテーシ ョンの中で話を聞いた り、

ビデオを見た りしなが ら、生徒は体験への見通 しをもち学習の準備 をす る。活動 を想像 した

り予測 した りす ることで好奇心が刺激 され 、体験へ の期待 ・興味をもち動機 を高めてい く。

この過程で、生徒は感想や期待 ・不安 といった形で学習活動 と自分 との距離を測 ろ うとする。

教師は情報 を収集 し、整理 し、施設 と生徒の双方に十分に伝え ると共に、生徒が感 じ始めて

い る不安 を、 自己認知の芽生 えとして受 け止め、ア ドバイスをす る。

ステ ップIIは 体験的な学習に取 り組む過程である。他者 と話 し合 う、助 け合 うな どのかか

わ りあいを通 じて、他者の立場に立って考 えた りしなが ら活動に取 り組む。生徒 は失敗 ・成

功 を繰 り返 しなが ら他者 とのかかわ り方や かかわろ うとす る 自分の姿を見つ めるようになる。

課題探究 と自己認知の深化は相互補完的である。教師 は活動 を十分観察 し、一人一人に応 じ

て声 をかけ、個人や グループ内で解決策を考えるための ヒン トを示すな ど、課題追究の うえ

での必要性 を見極め、必要に応 じてア ドバイスす る。

ステ ップIIIは 活動を振 り返 る過程である。自分の活動 を時系列にまとめ、自分 とかかわ り

あった他者や 自分の姿を振 り返 り評価 していく。発表 を行った り、他者 の発表 を聞いた りす

る中で自分や他人のよさに気付 く。教員は生徒 を肯定的に受 け止め評価 し生徒が 自分 のよさ

に気付 くよ うに助言 し、また、課題 を追究 してきた到達点を示 して生徒が達成感 ・成就感 を

味わ うことがで きるような機会や場を作った りア ドバイ スを した りす る。生徒の向上心が高

ま り、意欲が生まれ、新たな課題 を解決 していこ うとする 自己教育力が生まれ る。

《評価の方法と工夫》

1ワ ー クシー トやポー トフォ リオで自己を分析す るこ とで、客観的に自己を評価す る力 を

身に付 けることができる。

2教 員の観察、グループ内評価 の他に施設利用者 ・職員な ど他者の評価を参考 にす るこ と

で、多面的な自己評価 ・柔軟な 自己理解をすすめることができる。

3学 習の過程 における評価は、生徒に とって、 自らの状況 に気付 き、自分 を見つめ直す き

っかけとな り、その後の学習や発達を促す。生徒が 自分を評価す るカ を身に付 け、 自分の

能力 ・適性を 自分で確認 し、将来を探究できるよ う評価活動 を工夫することが大切である。
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(2)学 習活動の展開

ステップ

1

験

へ
の
準
備

ステツプ

皿

体

験

口矢

ステツプ
皿

経
験
知

次

の

ス

テ

ッ
プ

へ

育成する力

マ

ナ
ー

想像力

計画力

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

能

力

判断力

振り返る力

問題解決能力

理
論
的

思
考

力

自己認知力

自己表現力

向

上
心

在り方生き方
の構想力

学習活動と指導の具体例

施設訪問の場合

学校でのオリエン
テーション/施設概
要/訪 問にあたって
の諸注意

施設でのオ リエン
テーション・見学

説 明

施設利用者 との

交流 、作業、活動

個人・グループ活
動の反省と改善策

生徒の情意面の変化

(自 己認知)

受動的な興 味関 心

期待 ・不安
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自己教育力
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生徒の活動 評価の観点 評価 活動 ・方法 教員の役割

イメージがわ いた ・情報を収集と整理しそれを生

自分を振り返る
興 味 がわいた

自己評価 徒と訪問する施設の双方に
十分に伝える。

自分の経験と照ら
し合わせて想像する 挑戦する気が起きた

マナーの大切さが

わかった
ワークシー ト

ポー トフオリオ

・生徒 の不安を受け止 め、適宜

アドバイスする。

旧手の立場を考える

計画を実践しようとす 問題を発見した ・活動を十分観 察する。
る。 観察

問題に対処しようとした ・なるべく個 人、グループ内で
調題が起きたら自分で グループ内評価 解決策を考えるよう促す。
聾決しようとする。 人のやり方を見て

自分のやり方を直した 自己評価 ・生徒の自己評価をよく把握

する。

中間同士助 けあう。 場に応 じた行動ができ ワー クシー ト

た ポートフォリオ
・必要に応じてアドバイスする

。
攻師や施設指導員に
7ドバ イスを求 める。

自己理 解 が深まった

ヨ分の活動全体を
他者理解が深まった

観察 ・自分や他 人のよいところに

気づかせる。

展り返 る。

ミとめ る。

自分の活動をまとめられた

発表は上手にできた

他者による評
価

・生徒の活動・まとめを肯定的に

振り返り生徒が達成感や成就感
をもつことができるようアドバイス

ヨ分 の よい ところ、 次の学習課題や目標をもつこ する。

Z達 のよいところに気づ とができた 盲己評 紐
1

0

達 成 感 ・成 就 感 がもて
た

・課 題・目標を見 つけ、具体 化す

るよう援助する。

向上心が芽生えた
・自己の在り方生き方を進路に

か

自分の在 り方生き方を
ワー クシー ト

ポー トフオリオ

らめて考えられないか促す。

考えられえた
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(3)実 践の記録(福 祉体験から在 り方生き方を考える)

:平 成14年5月 から 平成15年2月

都立高等学校 第2学 年6名 第3学 年8名

学習のテーマ 「福祉体験的な学習で自分発見」

学習活動概要:学 校の近隣にある知的障害者入所施設(成 人対象)で 介護体験に取 り組

み、活動を振 り返る学習を通 じて、障害のある方や福祉施設で働 く方々

とのかかわ り合いのなかで自分 自身を見つめ直 し、自ら成長 していこう

とする意欲を育てる。

ア 生徒の活動の経過とその様子

ステ ップ1(自 己認 知)

障害のある方や福祉施設で働 く方 と進んでかかわろうとしている。

取 り組んだ活動を丁寧に整理 したり、整理 したことを振 り返ろ うと

している。

活動を通 して感 じたことや考えたことを、今の自分の姿とかかわら

せ て考えよ うとしている。

自分のこれからの生き方を活動をもとに、より深 く大きな視点をも

って考えよ うとしている。

生徒の活動の様子をOで 示 し、学習活動のなか

で見られた声を吹き出 しで表 した。

学校 にて
自分はきらい。○オ リエンテーションで教師か ら活動の説明を聞いた

。 本当
にや りたいことをOワークシー トで今の自分 を振 り返 り

、その後の施
見つけたい。設での活動について考えた

。 誰
かの役に立ちたい。○訪問する施設の概要を知

った。

(障害者施設について、場所、入所者、活動内容)

O施 設訪問の際の諸注意を聞いた。(持 ち物、服装、施設職員の指示に従 う必要性)

○ 知的障害について知った。(障 害の原因、状態、重複す る障害、配慮事項等)

施設にて

○ 施設についてのオ リエンテーションを受けた。

(施設内見学、入所者 との対面、施設での生

活について、活動する上での諸注意)

0施 設入所者 についての疑問を職員に

質問 した。

生徒は入所者の生活を想像 しながら、様 々な

質問を職員にぶつけることによって、O

入所者の生活についての理解 を深めた。

皆、なぜ、施設に入所

したんだろ う?

どうして駅の近 くに建

てないのか?

恋愛や結婚は?

障害に応 じて施設での

生 活 の 工 夫 が あるん

だ。

○ 自分たちが施設の入所者にできることを考えた。

生徒は入所者の生活を知 り、具体的に自分

達でできることを考え、施設の職員に相談する。

・友達にな って、お しゃ

べ りや ドライブ 、シ ョ

ッピ ン グな どで き な

いだ ろ うか?
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、 灘 ・

寧購

施設訪問2回 目 ・3回 目

○ 施設内で行われている三つの活動

に参加。下記の三つの活動か ら生・

徒は自分の参加 したいものを選択

し活動に参加 した。

活動として リ トミック、身体表現、音楽療法。③菓子作 りとしてクッキー作 り。

○ ポー トフォリオで活動を振 り返 り、次回取 り組む ことを明 らかにした。
rハ しロ げ コ ニ ゑ こ

学校二て

自分達幡 の面白さAI:」1そ れを他 一 韓 ∴遜 響 一鑛

祭での発表を言駄 語 編 ド 耀 蕪

う意欲が高ま り、重複障害について調べ;憎 麓 曲

.=」

発表 した。L -._____幽

○ 学校への招待を通 して、より活動を深めたいとい う意欲が高まった。

施設訪問4回 目

02・3回 目 と同様 の活 動 を した。

○ 学校で活動す ることを施設に提案 し、後 日、了解を得 られた。

学校での活動実現

○ クリスマスに向かってツリー とリース作

りを企画 し、実施 した。

O学 校がバ リアフ リー化されていないこと

等に気づいた。

○ 入所者 ・施設職員に喜ばれたことが、達

成感にっながった。

ス テ ッ プlll(自 己認知の深化)

まとめ

○ 評価表に基づいて自

己評価 し、友達 ・施

設職員 ・教員の評価

と合わせて自己認知

を深化 させた。

知 らない人

とも積極 的

に話せた。

r『 守㌣ 「 タ

自分 の意外

な 面を発 見

できた。

職員は自分達と同世

代で、明るくてやさ

しい。 私 もな りた

い!
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イ ポー トフォリオ、中間ま とめからみた生徒の変化

① 毎回の活動のポー トフォリオの変化を次の観点でまとめた。

・積極的に話ができたか ・積極的に活動できたか ・今 日の評価

積極的にできたとする人数 充実していたとする人数

人 人

一

卜常に積極的とする 人数
一

7
一

8

9

人

234回234回234回

いつでも積極的に活動 しようとしていることがわかるが、自分の活動に対す る評価は、

回数を重ねる毎に厳 しい ものになっている。楽 しく活動できたことを評価するだけでなく

もっと何かできないか考 え始めていた様子が伺える。

「積極的に話ができたか」 とい う項 目の中には、非言語のコミュニケーシ ョンも含まれ

ている。 したがって、話ができたと答える生徒が増 えたことには、非言語のコミュニケー

ションの仕方を工夫 し、実行できたことも含まれていると思われる。

② 中間ま とめか ら

自分のことについて

人 と接す ること

が好きだとわか

った。(2人)

意外 と手作

業 が得意 だ

った。(1人)

初 め ての 人 と話す こ と

が、苦手だったが、名前

を覚 える と話せるよ うに

なった。

(5人)

施 設 で働

き た い 。

(2人)

施 設 で働

くの は大

変だ(2

人、

自分の今 まで気付かなかった面

を発見 した という生徒が約4割 いた。

初めての人 と話すのが苦手 とい う

意識はほぼ半数の生徒がもって

いた。相手の名前を覚えることで

より、親 しさが増 し、話 しやす く

なることを学ぶことができた。

障害者について

・明るく笑顔がきれい

・仲良く、思いや りがある

・積極的

・自分の考えをもって、素

直でまっす ぐな人たち
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(4)研 究全体 との関連

ステップ1

自己認知

施設で活動を経験するまでは自分を消極的なイメージで とらえている

生徒が多かった。 「誰かの役に立ちたい」 という気持ちをもちながら、

実際には何をしてよいか分か らなかった り、自分にできるのか とい う

自信のなさが表情や態度ににじみでていた。

また、自分のよさをなんとなく感 じなが らも、自分でそのことを認

められない様子 もみ られた。

ステツプ 皿

興味、関心

問題解決体験

9

施設での活動が繰 り返されると、知的障害について深 く知ろ うと

い う関心が芽生え、書物等で調べるよ うになった。

障害者 との積極的な関わ りを求めて、コミュニケーションの仕方

を考え、相手に応 じた方法を試行錯誤 していく。その中で、初めて

会 う人 との関係づくりには名前を覚えることが有効であることに

多 くの生徒が気付き、名前を覚え、呼ぼ うとしていた。

施設利用者 との関わ りが深まるにつれ、生徒はより楽 しめる活動

を自分達で考え、提供したいと意欲をもっ。学校に招待 し、ク リス

マスの飾 りを一緒に作ろ う、とい う積極的な発案がされ、実現す る

ことができた。利用者には想像以上に喜んでもらえた。これが、生

徒の喜びにもな り、さらに積極的な活動が引き出された。自分達の

活動が利用者の笑顔や喜びで評価 され、次の活動への意欲に結びつ

いていった。帰ろ うとする生徒に別れを惜 しみ涙を流す利用者に、

手をとってなだめたり励ま した りする言葉かけや、再度訪問 したい

とい う気持ちを告げる生徒 もいた。生徒は障害者 とのかかわりのな

かから自分達にできることを模索するよ うになった。

ステツプm

自己認知の深化

自分の意外な積極 性や これまで発揮 されなかった他人への思いや り、

'し さといったものを自分で認識 し、 自分の長所として、人に言える

ようになってきたことは大きな生徒の変化であった。

また、漠然 としていた福祉関係の仕事を具体的に知 り、自分の進路

を考える機会にもなった。

感情表現が非常にス トレー トな知的障害者 との出会いによって、人

を喜ばせ ることの喜びを知った。そ して、それが積極的な人間関係を

成立させ ようとする努力にっながった。障害者の施設での生活、施設

職員の仕事な どこれまで知 らなかった多くの人の生き方を知 り、'自分

を見つめ直す機会になった。最後の学習のまとめでは、活動の成果を

認め合い、この経験を今後、どういかしてい くか話 し合っていきたい。

また、人 としての幸福や素晴 らしい人生についても考えてみたい。
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(5)実 践に当たっての資料

この評価表をもとに各自の活動を振 り返 り、自己評価を行 うとともに他の生徒、施設の

職員や教員等の他者による評価 も加え、まとめを行い、今後につなげていくようにする。

総合的な学習の時間 評価表

年 組 番 氏名

1 挨拶やマナーに注意 して活動できたか? 良くできた できた できな か った

z 自分 な りに くふ うし、潟 え て 活 動 で きた か? 良 くできた できた できな か った

3 友達と協力できたか? 良くできた できた できなかった

4
活動中の疑問 等を自分で胴べたり解決しよ

うと努力したか?
とてもした した しな か った

5 友達のいいところを発見 したか? 発見 した 発見しなかった

6 自分のいいところを発見 したか? 発 見した 発 見しなかった

7 自分が直した方がいいところを発 見したか? 発 見した 発 見しなかった

8 自分の将来 について考えたか? 発 見した 発見しなかった

9 これ か らや ってみ たい こと 考えた 少 し考えた 全く考 えなかった

io 総合評価 積極性

とても積極的 積極 的 積極的でない

成果

とて もあ が った あがった な か った

成果 とは具体 的にどのようなことか?

友達 の評価

施設職 員の評価

教 員の評価

e
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2課 題探究 を重視 した総合 的な学習 の時 間

(1)学 習活動や 指導 と評価 の工夫

《情 報活用や問題解決 などの認知 的なカの育成を重視する》

課題探 究 を重視 した総合的な学 習の時間 では、生徒 が生涯 にわ たって主体的 、創造的 に課題

解決 に取 り組む 土台 とな る力 を 「自らを高 め、 自らを育 て るカ」 と して とらえ、 こ うした力 を

育成す る手立 て と して、情報 を活 用 し表現す る 「プ レゼ ンテー シ ョン」活動 に着 目 して学習 計

画案 を作成 した。

《個人 知から社 会知に高める学習過 程の構想》

ステ ップ1(自 己認 知)か らステ ップ皿(自 己評価)ま での段 階を次の よ うに構想 した。

ステ ップ1は 「課 題設 定 と探求 の段 階」 である。 ここでは 「自己認知 力」や 「発想 力」、ま

た 「情 報活用能 力」の うちの収集 力 を育成す るた めに、 自分 の漠然 と した興味 ・関心 を問題意

識 に高め る、学習 課題 の意義 を発 見 し課題解 決の見通 しを もつ、課題解決 に役 立つ有効 な手段

や方法 を見付 け情 報の収集 を行 う、 とい う学習活動 を設 定 した。 生徒 が 自分 の興味 ・関心 の持

ち方や 、何 を どれ だ け知 ってい るか、また何 がで きるか を確認 した り(自 己認知)、 設定 した

課題 について(発 想 力)情 報検索 方法 を学び なが ら課題解 決に見通 しを立てて情 報収 集 を行 っ

た りす る(情 報活用)と い う流れで ある。

ステ ップ 皿は 「情報の整理 と活用 の段 階」であ る。 こ こでは物事 を考 えてい く 「省察力」や

「情報活 用能力 」を育成す るた めに、収集 した情報 の真偽 と価 値 を考 える、情報 を精選 し保存

・整理 す る、情報 を加工 し発 表 の準備 をす る、 とい う過程 を設定 した。 生徒 は、収集 した情報

が 自分 の 目的 に照 ら して適切 なのか 、正 しい情報か ど うか を分析 ・判断 ・選択す る(省 察力)。

そ してそれ らを利 用 しやすい形 で保 存 ・整理 し、情報 を第 三者 に伝達 しやす くす るた めに数値

化や ビジ ュアル 化 な どの加 工を施 し発表 の準備 を行 う(情 報活用)と い う流れで ある。

ステ ップmは 「表現 ・振 り返 り ・発 展の段階」 である。 この段階 ではま とめの活動 と して必

要 な、 目的 ・相手 ・場面に応 じた 表現方法 を選択す る、効果的 に伝 える、相互 評価 によって学

習成果 を確認 す る、学習 した こ とに意 味 を見出す、 とい う過程 を設 定 した。 生徒はプ レゼ ンテ

ー シ ョンに取 り組 むなかで
、相手 を意識 した り相手 の意見 を聞い た り しなが ら、 自分 の思 いや

考えを見直す こ とを通 じて、学習成果 に意味 を見 出す。それ は次 の学 びへ の意欲 につ なが り、

獲得 した有効 な学 習方法 とともに 「学びの力」 を高 めてい く。 他者 の学 習成果 を 自己の学び に

採 り入れ 、 自分 の学習成 果 も他者 に活 用 され る学習活動 は、生徒 に 「個人知」 を 「集 団知」 に

高 め、 さらに 「社会 知」に高めて い く経験 を もた らす もの とな る。

《評価 の方法 と工夫》

評価の方法 と しては、自己評価 を中心 と して、相互評価 や第 三者 に よる評価 を組 み合わせ た。

評価 の観点 は、生徒 が学習の意味 を把握 す ることが 出来 るよ うに、それ ぞれ の段階 でね らい と

す る育成す る力 を重 点項 目と して提示す ることと した。 自己評 価 にはアンケー ト・ポー トフォ

リオ ・ワー クシー ト ・感想 文、相互 評価 には評価 シー ト ・反省 会 、第 三者 による評価 には講評

・アンケー ト等 を用いた。 これ らの多様 な評価 活動 を通 して 、絶 えず学習 の振 り返 りと学 習内

容 の補 足 ・修正 を行 うこと、学習活動 の深 化に伴い主観的 で根 拠 が薄弱 な 自己に対す る評価 を

次第 に客観 的 な裏 付けを伴 った評価 へ と変えてい くこ と、 自己の変容 を肯定的 に評価す る こと

で さ らな る学びへ の意欲や問題 意識 を高 めることが できる よ うに評価活 動を工夫 した。
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(2)学 習活動の展開

ス

テ

ツ
プ

ー
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入

発

見
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求

個

人

知

整

理
ス

テ

ツ

プ

H

集

団

知

ス

テ

ッ
プ

皿

社

会

知

活

用

表

現

…振

り

返

り

発

展

育成する力

〔メタ認知〕力

自己認知力

発想力

情報活用能

力(収 集)

省察力

情 報 活 用 能

力(分 析 ・判

断 ・選 択 ・整

理 ・加 工 ・蓄

積)

プ レゼンテー

ション能 力

自己表現力

自己教育力

次の学びの

〔メタ認知〕力

指 導 内 容 の 具 体 例
・「総合的な学習の時間」で学ぶこと ・育

成する力についての説明
・評価方法にっいての説明

・事前アンケー ト

・ブ レ ー ン ス トー ミ ン グ

・KJ法

・ア ン ケ ー ト調 査

・イ ン タ ビ ュ ー

・図書館の利用法

・パソコンの活用法

・インターネットの利用

・情報が どこにあるか ・誰が知っているか

を見つける訓練
・計画性をっける訓練

・カー ドによ る情報の整 理

・パ ソコンに よる情報の整理

・キー ワー ドによる情報の整理

・情報の裏付けとなる資料の収集

・情報を自分の知識に変換し、人に伝えや

すくする工夫(言語化・数値化→Visual化)
・文章の単純化の練習

・CMの 研究、広告作成練習

・表現方法の工夫

・レポー ト作成

・プ レゼ ンテー シ ョンソフ トの利用

・デ ィスカ ッシ ョン ・デ ィベー トな どに よ

る発表

・リハーサル を見て反省

・プ レゼ ンテー シ ョン

(校内発表会、文化祭、ホームペー ジな ど)

・自己評価 ・相互評価による反省

・学習活動全体を振 り返ってのアンケー ト

・教員による総合評価

生 徒 の 活 動

自分の現状を認知 し、過去の学習

との関連づける。

興味関心の整理、問題意識を明確化

して、課題を設定する。

・課題解決の手段 ・方法の学習。
・課題解決のために必要な情報を

収 ・する。

・利用しやすい形での情報の保存。
・情報の分類と選択、利用しやすい形

での整理を行う。

・情報の加工と活用方

法の工夫、研究内容

の追加と修正を行う。

調査 ・研究

方法の見直

し。

鎌導磁 鋲鱗

・相手 に分か りや

す く伝達す るため

の工夫

・リハーサル

・補足 ・修正

・プ レゼ ンテー シ

ョン

醸

・記録 ・評価をもとに学習

内容を振 り返る。
・成功 ・失敗の理由の考察

・新たな自己を発見す る。

・学習成果 と自己のあり方

生き方を結びつける。

・自ら学び問題解決しよう

とする。

齢
灘
爆

L纂
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評 価 の 観 点

自己認知

積極的な姿勢

意欲 ・関心

た くさんの問題の中か ら自

分にふさわしい課題を見つ

けることができた

必要 に応 じ

て仲間 と協

力ができた

学習内容を

振り返り問

題点を指摘

できた

と

の

つ

き

ま

分

持

で

を

自

を

が

報

、
え

と

情

め

考

こ

た

・自分の考えを欄 愚 る工夫ができた

・相手に自分の考えを伝えることができた

◎課題の解決ができた

ロニニニニニニニコ ロニニニニニニコ ロニニニコ ニコ

[====コ[====コ[===コ

新

し

い

自

己

今後の課題意識

自

分

の

成

長

自

己

の

再

評

価

発展的学 への意欲

評 価 活 動 ・ 方 法

言

1嚢

!ii,

講藤

主
観
性

の
強

瀧編

灘
遡

灘
鱗

購 講…』

録,

1

ー

巨

ー

F
ヒ
し
聾

懸
藝}

灘

診断的

睡

相互評価

診断的

1自己評個

1相蛋鋼

形成的

1自己_"

議隷1懸 馨

翻灘

第三者に

よる評

↑ ↓

睡

〈評価資料〉

○自己理解

アンケー ト

Oポ ー トフ

ォ リオ

○ ワー クシ
ー ト

○活動の観

察

○ ポ ー トフ

ォ リオ

Oワ ー ク シ
ー ト

○評 価 シー

ト

○活動の観

察

○活動の観

察

○ ポ ー トフ

ォ リオ

○ 評価 シー

ト

○感想文

○ 第 三者 の

評価 ・講評
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(3)実 践の記録(情 報活用 と表現体験か ら課題解決を図る)

:平 成14年4月 中旬か ら6月 中旬

都立高等学校 第2学 年10名

学習 のテ ーマ:「 海 外発見!バ ーチ ャル旅行」

学習活動概要:海 外旅行をす ることを想定 して、自分な りに旅行の目的や見所を定め、

必要な情報 をさまざまな方法で収集 し旅行の計画にまとめ他者にわか

りやす く伝える活動に取 り組む。他者 とのかかわ り合いのなかで自分の

考えを発展 させ るとともに情報活用の方法を身に付けることで、自ら学

ぼ うとする意欲や学び方を身に付ける。

自分なりに想定 した計画にっいて必要な情報を考えている。

2他 者の意見を聞きながら、自分の不足 している点や補充が必要な点

を見つけ出している。

できるだけ多くの情報源か ら情報を得 ようとし、具体的に行動 して

いる。

聞き手や読み手を意識 しなが ら発表内容を整理 したり、発表方法を

工夫 しようとしている。

情報を収集 し活用することにっいて、自分な りに分かったことや気

づいたことな どを学習に生かそ うとしている。

ア 生徒の活動の経過とその様子

ステップ1(自 己認 知)

○オ リエンテーションで教師の説明。

○ 「自分の可能性を知 る」「先入観で ものを見ない」「勝

手に自分の常識を作 らない」ためのエクササイズに取

り組む。

鰯翻

左 の9つ の点 を4つ

の嬉線 て奮 びな さ`㌔

「 三'

t_t-'L、 鎌 て『麟 を痔ま贈めた4、 瓢から」鉛華 を話ずごと

ぽ でぎまぜん。

この課題では多くの生徒が悩んでいた。九っの点をじっと見

つめているとどうしても正方形に見えて しまうよ うで、それ

を1つ の枠 として しま うともうこの問題 を解 くことはできな

い。 自分の先入観でものを見て しま うと様々な可能1生が見なくなるので、与えられた条件や制

約は何なのか?自 分たちの持っている常識 とは何か?な ど生徒に考えてもらうきっかけとした。
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○調べる内容を具体的にはっきりさせ、計画性

をもって、調査を進 めた。

窟 ・ブ レーンス トー ミングをしなが ら、他人の意

見に耳を傾けた。

○自分の考えたことを他人に伝えた。

OKJ法 を使って、情報を整理 し、何を調べた

らよいかはっきりさせた。

溜
○インターネ ッ トでの情報検索 ・図書館での情

報収集 ・旅行代理店でのパンフレット収集 ・実

際に旅行 した人からのインタビュー等をしながら、情報収集 をした。

ス テ ップII(課 題 探 究 ・情 報 活 用)

自分の得た情報をコンパク トにまとめた。

自分の収集 した情報を一言で相手に伝えることができるように工夫 した。

0新 聞記事を読み、それにタイ トルを付けた。

○矛盾 した情報の真偽を確かめ、自分 自身の情報にする。

様々な文献やインターネッ ト検索などをしていると、例のように矛盾 した情報を入手す る

ことも多い。

例)シ ンガポールの物価に関する情報

① 日本と同 じかそれ以上。特に酒 、タバ コは高い!

② 日本よりは物価は安い。

シンガポール と日本のたばこやお酒の値段、自分たちの身の回 りにある商品で具体的に比

較をしてみた。

○ 自信をもって自分の調べた ことを発表するための準備をした。

○ 発表 ・表現方法の演習

① レポー ト作成の練習

自分の伝えたい内容を的確に文章で表現する練習。

文字の羅列にならないよう図 ・表 ・写真を用いたヴィジュアル化の工夫。

②プ レゼンテーシ ョンソフ トを使った表現方法の練習

この学習では基本操作の練習を重視 した。キーボー ド操作 ・文字の挿入 ・ページ レイア

ウ ト・アニメーションの挿入 ・ページ切 り替えの設定などを練習 した。はじめはパ ソコン

の操作になれていなかった生徒でも、絵を描くよ うにスライ ドができあがっていくのを体

験す るうちに、自分のプ レゼンテーションのイメージができあがってきた。

文字ばか りの画面か ら図 ・表 を入れたもの、 さらにはイメージを絵で表現 してそれにア

ニメーシ ョンを加える生徒な ど、生徒の自由でのびのびとした発想が生かされる場面 とな

った。また、スライ ドを作成 していく中で 自分たちが調べたデータが不足 していることに

気づいた生徒や、人に自分のもつ情報を伝えることの難 しさを感 じた生徒も出てきた。表

現する活動に取 り組むことを通 じて、自分の表現内容や表現方法の十分でない点や、 さら

に補足 していく点な どを見つけることによって、情報活用が自分の考えや思いを深めてい
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くことに気付き始 めていた。

ステ ップlll(自 己 認 知 ・プ レゼ ンテ ー シ ョン能 力)

○プ レゼンテーションの方法について考えさせる。

プレゼンテーシ ョンソフ トを利用する方法

OHPを 利用する方法

ポスターを作成する方法

パフ才一マンスを見せる方法

ディベー ト・パネルディスカッシ ョン

O情 報をわか りやす く的確に人に伝えられる方法や、自

分の得意な方法を考える。教師は次の点を丁寧に指

導 ・援助 した。

声 … 声の大きさは、その発表者の自信の現れな

ので、会場や聞き手の状況にあわせて適切な大きさ

や速 さ、抑揚で発表する。

表情 … 表情も、発表者の自信 とやる気が現れる。

聞いてほしいとい う気持ちが表れるような多少の笑

顔 と、自信を表に出すような生き生きとした表情で

発表する。

アイコンタク ト… 聴衆 一人一人と視線を合わせる。

ボディランゲージ … 発表者がたとえ大きな声で、生き生きとした表情で発表 していて

も、ただ突っ立っていたのでは聴衆も飽きて しまう。 そこで、ボディランゲージやジェス

チャーを利用 して、より聴衆の興味を引くよ うな発表をする。

発表時闘 … プレゼンテーションでは、ほとん どの場合に発表時聞があらかじめ決めら

れている。 発表者は必ずこの発表時間を守らなければならない。 そのためにはリハーサ

ルを一卜分に重ねて、自分の話す速度を確認しておくことが重要。

質疑応答 … 質問されるときには必ず一度は質問者 と目を合わせ、 質問者が何を聞き

たがっているのかをその人の立場に立って考えて、答えるようにす る。 例えば、YesJNo

で聞かれた場合には、まず始めにYes!Noで 答え、それからその理由を述べる。

O発 表後、自己評価 ・相互評価 をする。

自分の よかった ところを見つけさせた。「調べた ことを発表できるまでまとめることができ

た。」「もっと … を調べておけば良かった。」 「話をしている内に … はどうなんだろ

う。」とい う反省が多 く見 られ、次に取 り組むべき学習課題 を見つける姿が見られた。

O次 の学習のキッカケを与える。

教師からは、自分の調べたことを発表できた とい う自己肯定感を与えながら、調査が足 り

なかったことや自信もって発表できなかったこと、他の生徒の発表をみて、自分に欠けて

いたことなどのマイナス面 もとらえて振 り返 り、次の学習課題を生徒に確実に意識 させる

ように した。
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(4)研 究全体 との関連

自分の調べた内容を人に伝える ・プ レゼンテーションするとい う活動が自分の今までの学習

活動を振 り返 り、新たな学習課題の設定につながると考えた。

プレゼンテーションの中で生徒たちにはお どおどした表情が見られた り、自信がない様子が

伺える態度であったりした。それに対 して、「何が原因なのか?」 を考えることで 「今、自分に

とってや らなければならない ことは何か。」が見えて くるよ うな教師や生徒同士の相互評価が大

切になってくる。 さらに調査を進めなければならない生徒 ・新たな課題を発見 した生徒 ・プレ

ゼ ンテーションの方法を工夫 しなければならない生徒など生徒一人一人が もっ課題は多様なも

のになってくるが、教師が学習の発展段階を見すえ適切な指導助言を行 うことや、学習活動の

展開例にあるさまざまな表現方法の練習などを行 うことにより、次第に自信をもって学習課題

を明確に して課題解決に取 り組み、生徒の自己教育力が高まっていくと考える。

(5)実 践に 当たっての資料

資料①授業実施前アンケー ト

「総合的な学習の時間」では次のことを学びます。

課題の見つけ方

O取 り上げる課題にっいての学習計画の立て方

○情報の集め方 ・調べ方

○情報のまとめ方

○発表の仕方

O自 分の学習成果を振 り返る

この学習 を始めるにあたり、みなさんの今までの学習経験に対する質間をアンケー ト

にまとめたので回答 してください。

はい どちらでも

ない

いいえ

いろいろなことに興味がある。

新 しい こ とにす ぐtryし た くなる。

分か らない ことはそのままに しておけない。

自分で課題 を見つけ、学習 した ことがある。

計画的に何で もや る方だ。

情報を集 める方法 ・手段をた くさん知っている。

人 とよく情報交換をする。

情報が正 しいか どうか調べ る。

自分の調べたことを発表 したことがある。

自分の考えを人に上手に伝え られ る。
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資料②授業実施後アンケー ト 総合的な学習の時間 自己評価衷一

評 価 項 目1評 価 基 準

① テーマ毅定及び学習計画について
・ 自分が調べたいと思 うテーマを決めることができた 5 4 3 2 1

・ 課題の内容を理解して自分のテーマを設定できた 5 4 3 2 1

・ 効率よく情報を調べるための計画が立てられた 5 4 3 2 1

・ 時間配分を考え、指定された期間内に学習を終えることができた 5 4 3 2 ユ

・ 効果的に発表するための計画が立てられた 5 4 3 2 1

② 情報・資料の集め方及び調べ方について

・ どこで情報 ・資料を集めるとよいかという手段がわかった 5 4 3 2 1

・ どのように1青報 ・資料を集めるかいう方法がわかった
5 4 3 2 1

・ 有効な情報 ・資料を集めることができた 5 4 3 2 1

・ 協力して情報 ・資料を集めることができた 5 4 3 2 1

・ 学校内外の施設や設備を有効活用 して情報 ・資料を集められた 5 4 3 2 1

③ 情報 ・資斜のまとめ方=つ いて

・ 情報交換を行い有効約な情報 ・資料としてまとめることができた 5 4 3 2 1

・ 必要な情報 ・資料を整理することができた 5 4 3 2 1

・ 必要な情報 ・資料を選択して用いることができた r

4 3 2 1

・ 協力してまとめることができた 5 4 3 2 1

・ 工夫や待色のあるまとめ方ができた 5 4 3 2 1

④ 発表 ・まとめの仕方について

・ 発表 ・まとめの仕方や方法がわかった 5 4 3 2 1

・ 効果的な発表 ・まとめができた 5 4 3 2 1

・ 諦画通 りに自分たちの表現を行 うことができた 5 4 3 2 1

・ 聞いている人たちが理解できる発表 ・まとめができた 5 4 3 2 1

・ 資料や作品をうまく活用した発表 ・まとめができた 5 4 3 2 1

⑤ 他者(ク ラスメー ト)の理解について

・ 相手にとってふさわしい表現ができた 5 4 3 2 1

・ 資料や発表が今後の生活において有効的に活用できそうだ 5 4 3 2 1

・ 外部(周囲)の人に自分(達)の学習内容がわかってもらえたと思 う 5 4 3 2 1

・ 今回のテーマで再度、今以上に熱L.に調査 ・研究を進めてみたい 5 4 3 2 1

・ 新たなテーマで調査 ・研究を進めてみたい 5 4 3 2 1

⑥ 取り組み及び自己満足度について

・ 真剣に取り組むことができた 5 4 3 2 1

・ 自分なりに工夫することができた 5 4 3 2 1

・ 楽しく学習できた 5 4 3 2 1

・ や りがいがあった 5 4 3 2 1

・ 今回の調査 ・研究に満足することができた 5 4 3 2 1
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IV研 究 のまとめ

1実 践を通じて見られた生徒の変容

(1)研 究仮説1に ついて

研究仮説1で は、高等学校の総合的 な学習 の時間の学習過程 を、 自己認知 、課題追 究、 自

己評価 の3段 階で構 想す るこ とによって 、生徒が取 り組む学習活動 を豊か に構想 した り、教

師 は効果的 な指導や 適切 な評価 を行 うこ とができ ると考 えた。

高等学校 の総 合的な学習の実施 に当たって は、多様 な生徒 の興 味 ・関心 ・知識 を ど う生か

せ るかが重 要な課題 で ある。そ のた めには、教師の指導 を中心 に した学習ではな く、教 師が

生徒 の学習活動 の進 捗状 況 を踏 まえて適切 なア ドバイ スを行 うことが大切 であ る。 生徒の学

習 の進捗状 況を的確 に とらえるこ とやそ の方策 を考 える必要 があ り、3段 階 を考 えるこ とで

ひ とつ の尺度 ともな るもの を得 よ うとした。

体験的 な学 習を重視 した総合的 な学習 の学習活動 では、体験 した ことを もとに しなが ら、

それ を振 り返 り、 自己認 知 を深 めてい く学習へ と発展 させ てい く学 習活動を構想 した。学習

過程 が進む につれ活動 に意欲的 にかか わろ うとし、積極的 に提案 をす るよ うにな る生徒 の姿

が見 られた。 教師の指導 に当た っては、 ステ ップ1で は活動 に対す る生徒 の抵抗感 を取 り除

いた り、ステ ソプIIで は取 り組ん だこ とを前 向きに評価 し、 ステ ップmで は ワー クシー トを

用 いた り学習 の記録 を用い なが ら生徒が 自 ら自己認知 を深 めてい くことができる よ うな指導

を重視 した。

課題探究 を重視 した総合的 な学習 の実施 に当たっては、ブ レー ンス トー ミングやKJ法 な

どを用 いて 生徒 が 自分の考 えの出発点 を確認 して学習活動 に取 り組 み、最 後にプ レゼ ンテー

シ ョンを行 う学習活動 を構想 した。生徒 は学習内容の発展過程 を 自覚 した り、 さらに調べ て

お くべ き ことや新 しい疑問 を発見 した りす るよ うになってきた。教 師の指 導に当た って は、

ステ ップ1で は学習方法につ いてエ クササイ ズを行い、 ステ ップ 皿では学習過程 に即 して 自

己評価や相 互評価 を さまざまな形 で取 り入れ 、ステ ップ皿ではプ レゼ ンテーシ ョンを行 って

課題探 究の過 程に適切 な助言 を行 う指導 を重視 した。

(2)研 究仮 説2に つ いて

研 究仮説2で は学習活動の特質 に応 じて生徒 の学習段階 の高ま りを と らえるこ とが必要 と

考 え、体験的 な学習 を重視 した総合的 な学習 では体験知 か ら経験 知へ、課題 探究 を重視 した

総合的な学習 では個人知か ら社会知 へ とい う過程 を構想 し、 さま ざまな評価 活動の観 点 とす

るこ とで生徒 の学習活動 はよ り充実す る と考 えた。

生徒の知的 な活動の高 ま りを想 定す るこ とで、生徒 の学習状 況を個 に応 じて とらえ、必要

な学習の手立 てをア ドバイ ス した り、学 習が停滞 した場合 に適切 に励ま してい くこ とができ

る よ うにな る。学習の終末段階 で成就感や達成感 を味 わわせ る評価 活動のため にもこ うした

工夫は不可欠 である。

体験的な学習 を重視 した総合的 な学習 では、学習活動 のは じめの段階で意欲 はあ りなが ら

自分 自身で何がで きるかが わか らない とい う生徒が、終末 の段 階で人 とのかかわ りあい方 に

ついて考 えた り、 自分 自身 の生 き方 を考 えた りす るな ど、 これ か らの 自分の生き方 につ いて

の知恵 を身に付 けるよ うになって きた。
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課題探 究 を重視 した総合的 な学 習では、 自分 の興味 ・関心 に もとつ いて設定 した学習課題

について情報 を収集 ・整理 してプ レゼ ンテー ションを行 う過程 で、情 報の客観性や 正確性 、

適切 さを何度 も考え ると とも に、他 者 に伝える活 動の 中で は聞き手 を意識 してわか りやす く

伝え る方法 を工夫す る学 習に取 り組んだ。 自分の知 りえ た ことやわか った ことが他者 に伝 わ

った り、伝わ りき らなか った りした とき に生徒は 自分の知恵 を広 げて いく場合の新 たな課題

を発見す るようにな って きた 。

2研 究の意 義と今後の課題

来年度か らの新教 育課程全面実施 をひか え、都立高等 学校 で は総合的 な学習の時間の実施

準 備が進め られている。各学校が学校 の特性や生徒 の状 況を踏 まえ、特色 ある教育活動の大

きな柱のひ とつ として総合的な学習 の時 間を構想 し、実施 して い く必要が ある。そのため に

総 合的な学習の時間のね らいを具体化す る学習計画や指 導計画 を作成す る ことが求め られ る。

本研究では、学習計画や指導 計画 の具体化 の手順 として、総合 的な学 習の時間で育成す る

力の全体像 を構想 した上で、学習活 動の特 質に応 じて どの よ うな力の育 成を図るのか をよ り

具体的 に明 らか にす る とともに学 習の発展 段階を3段 階 に構想 して計画 を作 成 した。その こ

とによって、一人一 人の 生徒 の主体 的な学習態度 や学習活動 を うながす ことと教師の指導 ・

援 助 とのかかわ りを、教師 も生徒 も自覚化 する ことが可能 になった。計画作成の際 に視野 に

入れ るべ き事柄が明 らか にな って きた ことに意義が あると考 え る。

本研究の実践 の中で は、学 習活動 を振 り返 って、次の学習 課題 をもとうとする関心 ・意欲

の 高ま り、次 の学習課題 に取 り組む際の適切な学習方法 を選 択 して いく力 の高 まりな どの生

徒 の変容が見 られ た。学 習活動の特質 に応 じて評価 の観点 を工夫す ることや、学習の発展段

階 を3段 階に構想 しそれ をステ ップと して学習計画 に位置付 けることな どが、 こうした変容

を促 す適切な指導 ・援助 を作 り出 して きた と考 える。 一人一人の 生徒の多様な可能性 を受 け

止 めるためには教師 の指導 の基準、評価 の観点 な どを もつ ことの必要性が確認できた。

本研 究では、総 合的な学習の時 間にお ける1学 習 課題 につ いて の学習活動計画や指導計画

の研究 を進めてきたが、 生徒 の変容 を とらえるた めには年間や学期 な ど、 さ らに長 い期間 を

通 じての学習活動計画 を立て る必要が ある。 この場 合 に本研 究で考 えた3段 階 の学習活動の

発展段階の構想が妥 当で あるか について検証 の必 要がある。また、「体験 的な学習 を重視 した

総 合的な学習」「課題探 究 を重視 した総合 的な学習」ばか りで な く多様 な総 合的な学習 の時間

の学習活動 も想定で きる。 この場合 にどのよ うな評価 の観点 を立ててい くのか も今後 の研究

課題 となる。総合的な学 習の時 間の指導に当たって は、学校 の教職員の共通の理解や協 力体

制 を作る ことが不可 欠で ある。 とりわ け評価 につ いて、学習 の終末段階での教師 による評価

を重視する必要が あ り、さ らに評価方法 ・評価体 制 につ いて 実践的な研 究 と開発が必要で あ

る と考える。
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